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第　　  節1 将来都市像

　第 6次焼津市総合計画の将来都市像は、未来の焼津市がこんなまちになったらいい、そんな「希望的な未来」、

人口減少、少子・高齢化という、すでに起こっている「現実的な未来」、現在世界中で起きている様々な先駆的な

事象から未来の変化を読む「潜在的な未来」を掛け合わせて市が将来目指すべき都市の姿を検討したものです。

　そして、将来都市像は、多くの市民の皆様のまちづくりの思いや希望をのせた意見を集約し、47 名の市民会

議委員が延べ 8 回もの会議を行って市民会議の将来都市像案を生み出し、これを基に、審議会の中間意見や庁

内での検討を経て誕生しました。

将来都市像の誕生までの軌跡1

　第６次焼津市総合計画の将来都市像を次のとおり定めます。

将来都市像

将来都市像に込められている思い

2

市民参加

市民意見募集

庁内・審議会での検討

市民会議

●アンケート ■ 参加者

市民がともに支え合いながら、安全で安心して暮らせる、誰にも、地球にも

『やさしい』まちを目指します。

「焼津を忘れない気持ち」、「焼津への郷土愛」、「焼津を好きな気持ち」を

『はぐくむ』・『つなげる』まちを目指します。

「水産業を起点に発展した文化」を大事につなぎ（継承し）ながら、焼津の軸となる

水産を始め、豊富な地域資源を『活かし』、時代に合った新たな産業やにぎわいを創造し、

地域として成長していきます。

市民、事業者、行政がともに、市内外から広くは世界へ「水産文化都市 YAIZU」を発信し、

人・モノ・情報が交流することで、「住み続けたい、住んでみたい、行ってみたいまち」を

つくっていきます。

［ア］市民意識調査

●小・中学生のワークショップ

・期間：平成 28 年５月～６月

・対象：市内小学６年生（1,273 人）

　　　   市内中学 2年生（1,250 人）

・意見：約 12,000件

●市内団体・企業の代表者等への

　インタビュー

（１）開催期間 平成29年 1月～ 2月

（２）調整内容 基本となる将来都市像案に、その他の案も参考としながら、言葉のわかりやすさや意味の伝わり

やすさなどを調整した。

・期間：平成 28 年６月～ 8月

・対象：26 団体・個人２名

・期間：毎年１月

・対象：市内 18歳以上の市民 3,000人

［イ］街頭アンケート

・期間：平成 28年４月 10日

　　　  （焼津みなとまつり会場にて）

・対象：焼津みなとまつり来場者 300人

［ウ］市ホームページアンケート

・期間：平成 28年５月～６月

・対象：市内在住：６人

　　　   市外在住：3人

市民委員 47 人

（住民基本台帳から 18 歳以上の市民 1,000 人を無作為抽出して募集）

市民ファシリテーター ６人

（まちづくりコーディネーター養成講座受講者から募集）

プロジェクトチーム委員 14人（市職員）

［ その他に考案されたもの ］

①ほほえみ　WAKUWAKU　やいづ愛

　～豊漁と交流でにぎわう潮風のまち～

②幸せあふれる　潮風のまち　こころの港

　～誰もがイキイキ主人公～

③いいとこ　いいもの　いいひと「いっぱい」

　～海山川で織りなす文化　笑顔あふれる　活きなまち～

④はばたけ！駿河一の港町　豊かな風土と文化が結ぶ笑顔の理想郷

　～やっぱりいいね　やいづって～

⑤ずっとこのまちが好き　黒潮の幸を届ける活きがイイまち

　～みんなが主役、優しさで支え合うまち～

［ 基本となるもの ］

やさしいら　愛しいら ずっと住みたいら

～世界に広がる豊かな水産・文化都市 YAIZU ～

■ 実施方法

やさしさ 愛しさ いいもの いっぱい

世界へ拡げる 水産文化都市 YAIZU

将来都市像

6つのグループに分かれて、それぞれ将来都市像案の検討を行う。

（平成28 年 6 月～ 12月）

★市長に提案（平成28 年 12月 20日）

6グループによる将来都市像案のうち、最も市民委員の共感度

が高かったものを「基本となるもの」とし、併せて「その他に考

案されたもの」も市長に提案された。

1

2
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将
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市
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加
で
つ
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り
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小・中学生まちづくりワークショップ 市民会議 インタビュー

庁内会議 審議会街頭アンケート
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自然と共生しながら、恵まれた地域資源、地

理的特性を市民の活力とともに「いかす」ま

ちづくりを進めます。

第　　  節2 まちづくりの基本理念

　まちづくりの基本理念は、「焼津市民憲章」「焼津市自治基本条例
※
」を踏まえ、次のとおり定めます。

第　　  節3 将来人口の目標

　平成25年 3月に国立社会保障・人口問題研究所が公表した「将来推計人口」によると、本市の総人口は、

2040年（平成 52年）には 119,186 人となることが推計されています。

　高齢化率は、2040 年（平成 52 年）には 35.6％となり、現在の 4 人に 1 人の割合から 3 人に 1 人を上

回る割合となることが予測されています。

将来推計人口1

地域資源や特性を

“ い か す ”

市民が共に支えあいながら、安全で安心して

暮らせる、誰にも、また、地球にも「やさしい」

まちづくりを進めます。

みんなに、地球に

“ やさしい ”

新しい時代を担い、健康で個性豊かな感性あ

ふれる人づくりや市民と行政との協働の原動

力となる市民が自ら行おうとする力を「はぐ

くむ」まちづくりを進めます。

市民の力を

“ はぐくむ ”

環境、文化、伝統、平和の尊さと恵まれた地

域資源を次世代に引き継ぎ、市内外へ情報発

信することにより、人と人、過去・現在・未

来と世界を「つなげる」まちづくりを進めます。

人と未来に

“ つなげる ”

（人）

80,000
1960

（昭和35）

1965
（昭和40）

1970
（昭和45）

1975
（昭和50）

1980
（昭和55）

1985
（昭和60）

1990
（平成2）

1995
（平成7）

2000
（平成12）

2005
（平成17）

2010
（平成22）

2015
（平成27）

2020
（平成32）

2025
（平成37）

2030
（平成42）

2035
（平成47）

2040
（平成52）

150,000

140,000

130,000

120,000

110,000

100,000

90,000

（年）

88,703

93,594
99,549

111,684
124,071

130,106
134,208

139,083

141,452

143,101

143,249

141,540

138,630
134,683

129,978
124,753

119,186

実績 推計

1960（昭和35）

0%（年）

31.0% 63.0% 6.0%

1965（昭和40） 27.8% 65.7% 6.5%

1970（昭和45） 26.1% 66.9% 7.1%

1975（昭和50） 26.2% 66.2% 7.6%

1980（昭和55） 25.5% 66.1% 8.4%

1985（昭和60） 23.3% 67.2% 9.5%

1990（ 平成2 ） 19.6% 69.0% 11.4%

1995（ 平成7 ） 16.9% 69.1% 14.0%

2000（平成12） 15.4% 67.6% 17.0%

2005（平成17） 14.5% 65.4% 20.1%

2010（平成22） 14.0% 62.5% 23.5%

2015（平成27） 13.4% 59.0% 27.6%

2020（平成32） 12.5% 57.7% 29.8%

2025（平成37） 11.7% 57.4% 30.9%

2030（平成42） 11.1% 57.0% 32.0%

2035（平成47） 10.9% 55.8% 33.3%

2040（平成52） 10.9% 53.6% 35.6%

20% 40% 60% 80% 100%

実
績

推
計

15歳未満 15～64歳未満 65歳以上
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　本計画における将来人口については、焼津未来創生総合戦略
※
で掲げた目標とします。

将来目標人口2

目標人口

2020年の総人口 2040年の総人口 2060年の総人口

140,000人
（社人研推計 +1,300人）

128,000人
（社人研推計 +9,000人）

12万人程度を目指す
（社人研推計 +25,000人）

（人）

160,000

0

2010
（平成22）

（年）

（人）

160,000

0

140,000 140,000

120,000 120,000

100,000 100,000

80,000 80,000

60,000 60,000

40,000 40,000

20,000 20,000

政策誘導人口 目標人口 国想定人口（社人研推計準拠）

2015
（平成27）

2020
（平成32）

2025
（平成37）

2030
（平成42）

2035
（平成47）

2040
（平成52）

2045
（平成57）

2050
（平成62）

2055
（平成67）

2060
（平成72）

143,249 142,453 139,899 137,559 134,707 131,592
128,207 125,756 123,504 121,452 120,000

143,249 141,536 138,625
134,680

129,973
124,750

119,185
113,468

107,678
101,695

95,576

0 917 1,274 2,879 4,734 6,842 9,023
12,288 15,825

19,757
24,424
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